
（ 別 紙 ） 

 

弘前大学と東北電力によるＡＩを活用した共同研究の概要について 

 

 

［研究概要］ 

（１）研究項目 

○通話音声データのテキスト化と自動要約の実用性に関する研究 

・東北電力コールセンターの通話音声データを、ＡＩの音声認識技術の活用に  

よりテキストデータ化する。 

・ＡＩの言語処理技術を活用してテキストデータの自動要約を行う。 

・要約結果(文意)が理解できるかどうか評価を行い、実用性について検証する。 

 

○方言・訛りの標準語への変換および音声認識の精度検証に関する研究 

・方言や訛り（津軽弁）を含む音声データについて、弘前大学が本研究用に作成

する方言データベースとＡＩの音声認識技術の活用により、標準語によるテキ

ストデータへの変換を行う。 

・方言や訛り（津軽弁）を正確に認識し標準語へ変換できるかどうか、ＡＩの   

音声認識の精度について検証を行う。 

・検証にあたっては、弘前大学が保有する方言や訛りなどの言語分野に関する  

知見を活用する。 

 

（２）研究期間 

平成２９年８月１日 ～ 平成３０年１月３１日 

 

（３）研究実施場所 

国立大学法人弘前大学  

文京町キャンパス内（青森県弘前市文京町１） 

本町キャンパス内（青森県弘前市本町６６‐１） 

及び「お試しサテライトオフィス」（青森県弘前市文京町３コラボ弘大６Ｆ） 

 

 

以 上 



（ 参 考 ） 

ＡＩを活用した通話のテキスト化と要約に関する共同研究 （イメージ） 

 

 弘前大学 

【課題】 

 医療・看護分野におけるＡＩの活用（今後の研究領域

として音声分野を対象） 

 医療・看護現場における方言・訛りへの対応（患者と

の対話記録の作成等） 

【特徴】 

 方言や訛りに関する知見 

東北電力 

【課題】 

 コールセンターにおける待ち時間や通話時間の短縮 

 方言、訛りへの対応 

【特徴】 

 多種多様な通話音声データを保有 

 

「産・学・官」連携による共同研究 
（研究実施期間：平成２９年８月１日～平成３０年１月３１日） 

【研究項目】 

 通話音声データのテキスト化と自動要約の実用性に関する研究（ＡＩの音声技術・言語処理技術の活用） 

 方言・訛りの標準語への変換および音声認識の精度検証に関する研究（方言データベースを用いた標準語への変換） 

弘前市 

 「お試しサテライトオフィス」事業の活用提案 

研究成果の活用（弘前大学） 
 各種教育・研究への活用を検討 

 新たな事業化の可能性を検討（医療現場における言語情

報の文書化・要約化、行政サービスへの活用など） 
 

研究成果の活用（東北電力） 
 お客さまサービスの向上に向けた研究成果の活用を検討 


